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２太陽周期にわたるEISCATレーダーを用いた極域下部熱圏風の研究
Study of the lower thermospheric wind in the polar cap using EISCAT data obtained in 2
solar cycles
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ノルウェーのトロムソ (69.6°N,19.2°E)及びロングイアビン (78.2°N,16.0°E)で稼働している EISCATレーダーに
より得られた下部熱圏風データを用いて、平均風、大気潮汐波 (24時間、12時間)、準 2日波の研究を行った。データ取
得期間は、トロムソでは、1996年 11月から 2012年 2月まで、ロングイアビンでは、1998年 7月から 2012年 2月であ
り、約 300日分のデータを解析した。この風速データを用いて、極域下部熱圏における平均風、大気潮汐波、準 2日波
の季節変動及び太陽活動度依存を調べた。
極域下部熱圏大気における大気ダイナミクスの理解は、磁気圏-電離圏-熱圏結合を解明するにあたって重要である。そ

の理由は、次に挙げられる。
（１）極域下部熱圏平均風がどのように変動しているかを理解することは、地球大気循環を理解する上で重要である。
季節、オーロラ活動、太陽活動によりどのような変動をしているかについて、未だ十分な理解が得られていない。特に、
太陽風エネルギーがどのように下部熱圏で散逸するかを理解する上で、平均風のオーロラ活動度による変動を明らかに
することは重要である。
（２）下部熱圏において、大気潮汐波は大きな振幅を持っているが、どのようなモードが支配的であるか、それらの

季節および太陽活動度変動について未だ十分な理解は得られていない。
（３）準 2日波について、この高度領域の観測例は非常に少ない。本研究では、約 24年に渡って EISCATレーダーに
より取得された風速データを解析し、上記課題について理解を大幅に進めることを目的としている。
本講演では、先行研究である Nozawa and Brekke (JGR, 1998)の例を示し、上記課題について解析結果を示す予定であ

る。特に、太陽活動度変動と、トロムソーロングイアビン間の緯度変動に着目して報告する。
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